






発行にあたって

Ｔ
Ｏ
Ｓ
推
進
委
員
会
事
業
検
討
部
会
で
は
、
平
成
９
年
度
の
立
ち
上
げ
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
街
路
事
業
に
係
る
先
進
事
例
や
課
題
等
を
テ
ー
マ
に

設
定
し
、
そ
の
調
査
・
研
究
や
都
市
間
の
情
報
交
換
等
、
活
動
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
本
年
は
、
道
路
構
造
令
へ
一
本
化
さ
れ
る
前
に
存
在
し
た
旧
道
路

構
造
令
と
街
路
構
造
令
の
制
定
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
る
記
念
の
年
で
あ

り
、
調
査
・
研
究
テ
ー
マ
を
「
街
路
事
業
の
効
果
と
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
」
と
し

て
街
路
構
造
令
１
０
０
周
年
記
念
誌
を
発
行
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

街
路
構
造
令
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
今
日
に
至
る
１
０
０
年
の
間
に
は
、
第

２
次
世
界
大
戦
の
終
戦
や
１
９
５
０
年
代
か
ら
の
高
度
経
済
成
長
、
人
口
縮

小
社
会
へ
の
突
入
、
近
年
の
大
災
害
の
発
生
な
ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
と
と

も
に
、
交
通
事
情
に
つ
い
て
も
当
時
と
比
べ
て
激
変
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

街
路
の
求
め
ら
れ
る
機
能
が
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
各
都
市
に

お
け
る
街
路
に
求
め
ら
れ
る
役
割
も
ま
た
各
都
市
の
抱
え
る
諸
問
題
に
応

じ
て
変
遷
し
て
参
り
ま
し
た
。

本
誌
で
は
、
各
時
代
の
社
会
情
勢
に
お
い
て
、
街
路
が
ど
の
よ
う
に
整
備

さ
れ
て
き
た
か
を
各
都
市
の
事
例
ご
と
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
と
な

っ
た
新
し
い
時
代
に
、
街
路
の
役
割
と
そ
の
必
要
な
整
備
に
つ
い
て
各
都
市

の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

お
わ
り
に
、
本
誌
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
様
々
な
ご
助
言
を
い
た
だ
い

た
国
土
交
通
省
都
市
局
街
路
交
通
施
設
課
を
は
じ
め
、
事
例
提
供
い
た
だ
い

た
都
市
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
事
業
検
討
部
会

会
長

浜
松
市
土
木
部
道
路
企
画
課
長

菅
谷

昌
彦

Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ

Ｏ
ｕ
ｒ

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
推
進
委
員
会
（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
）
は
平
成

４
年
度
に
第
１
１
次
道
路
整
備
五
カ
年
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
設
立
さ
れ
、

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
都
市
内
道
路
整
備
の
重
要
性
を
多

く
の
方
々
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
広
報
活
動
、
調
査
研
究
な
ら
び
に

情
報
交
換
等
の
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
Ｔ
Ｏ
Ｓ
で
は
、
会
員
都
市
の
研
鑽
を
目
的
に
様
々
な
活
動
を
行

っ
て
お
り
、
一
般
参
加
者
を
交
え
た
公
開
型
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、
学
識
経
験

者
な
ど
に
よ
る
講
演
会
の
開
催
、
ま
た
、
調
査
研
究
や
情
報
交
換
の
場
で
あ

る
事
業
検
討
部
会
に
お
い
て
は
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
の
発
現
な
ど
様
々
な
特
定

課
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
街
路
構
造
令
が
制
定
さ
れ
て
１
０
０
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念
し
、
事
業
検
討
部
会
に
お
い
て
記
念
誌
が
発
行
で
き
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
都
市
局
街
路
交
通
施
設
課
を
は
じ
め
、
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
人
と
人
が
出
会
う
街
路
の
重
要
性
を
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
お
わ
り

に
、
こ
の
記
念
誌
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
街
路
が
構
築
さ
れ
て
き
た
歴
史
を

知
り
、
そ
の
機
能
や
都
市
に
お
け
る
役
割
を
再
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
生
か
せ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
推
進
委
員
会

会
長

堺
市
建
設
局
長

中
辻

益
治
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特別寄稿

事
業
検
討
部
会

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

国
土
交
通
省
都
市
局

街
路
交
通
施
設
課
長

本
田

武
志

Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ

Ｏ
ｕ
ｒ

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
推
進
委
員
会
（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
）
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
都
市
内
道
路
の
整
備
促
進
に
資
す
る
啓
蒙
活
動
等
を
通
じ

て
、
街
路
事
業
の
発
展
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
内
に
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
事
業
検
討
部
会
に
お
い

て
、
街
路
構
造
令
制
定
１
０
０
周
年
を
記
念
す
る
記
念
誌
が
発
行
さ
れ
ま
す

事
は
、「
人
間
中
心
へ
」
な
ど
昨
今
の
街
路
事
業
を
取
り
巻
く
状
況
の
も
と
、

大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
街
路
事
業
の
展
開
に
あ
た
り
参
考
書

と
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

１
０
０
年
前
に
街
路
構
造
令
が
制
定
さ
れ
た
頃
、
街
路
は
都
市
環
境
を
形

成
す
る
空
間
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
街

路
構
造
令
に
お
け
る
「
広
路
」
の
幅
員
は
４
４
ｍ
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
し
、
交
通
量
に
よ
っ
て
幅
員
が
決
ま
る
の
で
は
な
く
、
都
市
の
中
で
必

要
な
空
間
を
定
め
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
震
災
復
興
や
戦
災
復
興
に
お
い
て

標
準
図
が
示
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
広
幅
員
の
街
路
が
多
く
の
都
市
で
都

市
計
画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
存
す
る
街
路
の
中
で
当
時
の
街
路
構
造
令
を

適
用
し
た
事
例
が
こ
の
記
念
誌
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
時
代
に
応
じ

た
数
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
経
て
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
と
し
て
、
ま

た
、
交
通
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
街
路
と
し
て
、
現
在
も
都
市
の
魅
力
や
活

力
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
街
路
は
空
間
と
し
て
様
々
な
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
中
で
沿
道
土
地
利
用
と
一
体
で
考
え
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
推
進
し
、

多
く
の
人
材
の
交
流
に
よ
り
経
済
・
社
会
の
価
値
を
高
め
る
場
を
創
出
す
る

と
と
も
に
、
一
人
一
人
の
生
産
性
を
高
め
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
都
市
再
生
の
取
組
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
公
共
空
間
を
ウ
ォ
ー
カ
ブ

ル
な
（
歩
き
た
く
な
る
）
人
間
中
心
の
空
間
へ
転
換
・
先
導
し
、
民
間
投
資

と
共
鳴
し
な
が
ら
「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
」
の
形
成
を

目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

公
共
空
間
の
一
つ
で
あ
る
街
路
空
間
に
つ
い
て
も
、
車
で
は
な
く
人
間
中

心
の
魅
力
あ
る
空
間
と
し
て
再
構
築
・
利
活
用
さ
れ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、

そ
の
空
間
を
沿
道
と
一
体
的
に
官
民
が
連
携
し
て
活
用
し
、
人
々
が
憩
い
集

う
活
動
の
場
と
な
っ
た
事
例
が
近
年
で
は
国
内
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

１
９
５
８
年
に
道
路
構
造
令
と
一
元
化
さ
れ
た
街
路
構
造
令
で
す
が
、
先

人
達
が
街
路
構
造
令
の
設
計
思
想
に
基
づ
き
整
備
し
た
ス
ト
ッ
ク
は
今
日

の
ま
ち
に
も
活
き
て
お
り
、
そ
の
考
え
方
を
回
顧
す
る
事
が
将
来
の
街
路
事

業
に
も
役
立
つ
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。
こ
の
記
念
誌
が
街
路
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
皆
様
の
一
助
と
な
る
事
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
記
念
誌
の
作
成
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
浜

松
市
や
堺
市
の
皆
様
を
始
め
、
事
例
収
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
都
市
の

皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
の
活
動
の
更
な
る
ご
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
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街
路
と
は
、
単
に
道
路
の
機
能
と
し
て
の
都
市
交

通
施
設
機
能
の
み
な
ら
ず
、
左
記
に
記
す
様
々
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

・
住
環
境
を
維
持
す
る
都
市
環
境
保
全
機
能

・
災
害
発
生
時
の
都
市
防
災
機
能

・
都
市
施
設
の
た
め
の
空
間
機
能

・
街
区
構
成
や
市
街
化
誘
導
機
能

本
年
は
、
こ
の
街
路
の
構
造
基
準
に
つ
い
て
定
め

た
街
路
構
造
令
が
誕
生
し
て
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年

の
節
目
の
年
で
あ
る
。
街
路
構
造
令
と
い
っ
て
も
、

あ
ま
り
聞
か
な
い
言
葉
で
あ
る
が
、
今
は
道
路
構
造

令
に
て
規
定
さ
れ
て
い
る
道
路
の
構
造
基
準
は
、
当

時
、
道
路
構
造
令
と
街
路
構
造
令
で
規
定
さ
れ
て
い

た
。街

路
構
造
令
は
、
幅
員
を
種
別
ご
と
に
、
広
路
で

４
４
ｍ
以
上
、
１
等
大
路
で
２
２
ｍ
以
上
な
ど
、
幅

広
な
幅
員
が
必
要
と
さ
れ
、
車
道
と
歩
道
の
分
離
、

歩
道
の
幅
員
、
植
樹
帯
の
設
置
な
ど
、
道
路
構
造
令

に
な
い
規
定
が
お
か
れ
た
。

今
か
ら
１
０
０
年
前
、
第
１
次
世
界
大
戦
の
終
戦

間
も
な
い
頃
の
主
要
交
通
手
段
は
、
人
や
牛
馬
車
、

路
面
電
車
で
、
自
動
車
は
到
底
普
及
し
て
お
ら
ず
、

円
滑
な
自
動
車
交
通
を
主
と
す
る
よ
り
、
都
市
防
災

機
能
が
重
要
視
さ
れ
た
。
木
造
家
屋
が
大
半
を
占

め
、
無
秩
序
に
建
築
さ
れ
た
家
屋
の
火
事
に
よ
る
大

火
が
、
全
国
各
地
で
発
生
し
て
お
り
、
延
焼
遮
断
帯

と
し
て
や
都
市
環
境
保
全
機
能
と
し
て
の
役
割
が

強
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
１
９
４
５
年
に
第
２
次
世
界
大
戦
の
終

戦
後
、
全
国
１
１
５
都
市
が
戦
災
復
興
指
定
都
市
に

指
定
さ
れ
た
。
こ
の
頃
、
各
都
市
で
、
街
路
構
造
令

に
規
定
さ
れ
る
幅
広
な
幅
員
設
定
さ
れ
た
街
路
計

画
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
が
戦
災
復

興
事
業
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
（
本
誌

で
は
、
関
東
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
戦
災
復
興
事
業

を
事
例
に
掲
載
）

１
９
５
３
年
に
街
路
構
造
令
は
廃
止
さ
れ
、
１
９

５
８
年
に
道
路
構
造
令
へ
一
本
化
し
、
自
動
車
交
通

容
量
に
重
き
が
置
か
れ
る
と
、
１
９
５
４
年
か
ら
始

ま
っ
た
道
路
５
か
年
計
画
に
よ
り
、
全
国
で
本
格
的

に
道
路
が
整
備
さ
れ
都
市
交
通
施
設
機
能
と
し
て

の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
。

そ
の
後
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
土
地
の
高

度
利
用
の
進
展
か
ら
、
交
通
の
集
中
に
よ
る
交
通
渋

滞
、
交
通
事
故
の
増
大
に
よ
る
交
通
環
境
の
悪
化
な

ど
、
諸
問
題
が
発
生
。
こ
の
諸
問
題
に
対
応
す
べ
く

様
々
な
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
（
本
誌
で
は
、
シ
ン

ボ
ル
ロ
ー
ド
事
業
や
高
速
道
路
の
高
架
化
な
ど
を

事
例
に
掲
載
）
時
代
の
ニ
ー
ズ
か
ら
道
路
の
横
断
構

成
も
再
構
築
さ
れ
る
な
ど
、
自
動
車
中
心
の
道
路
か

ら
、
人
中
心
の
道
路
へ
と
変
遷
し
て
い
る
の
で
あ

る
。本

誌
は
、
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ

Ｏ
ｕ
ｒ

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ

事
業
検
討
部
会
※

で
取
り
組
む
特
定
課
題
「
街
路
事

業
の
効
果
と
Ｐ
Ｒ
」
に
つ
い
て
、
上
述
し
た
街
路
の

持
つ
べ
き
機
能
を
重
視
す
る
思
想
が
、
再
注
目
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
今
日
に
お
い
て
貴
重
な
財
産
と
な

っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
会
員
都
市
に
て
整
備
さ

れ
、
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
今
に
残
る
事
例
を
紹
介

す
る
。

※
都
市
内
道
路
に
関
す
る
啓
蒙
活
動
や
整
備
の
促
進
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
会
員
都
市
２
１
都
市
か
ら
な

る
部
会

街
路
構
造
令

（
１
９
１
９
年
〜
１
９
５
２
年
）
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社会情勢

第１次世界大戦終戦

全国各地での大火

関東大震災発生
※都市防災機能や都市環境保全機能の重要視

世界大恐慌

太平洋戦争勃発
第２次世界大戦終戦

ワトキンス・レポート
・日本の道路事情の劣悪さを指摘

東京オリンピック

大阪万博

阪神淡路大震災発生

東日本大震災発生

熊本地震

東京オリンピック

昭
和

街路の変遷

二
つ
の
構
造
基
準

旧都市計画法交付
街路構造令制定
旧道路法交付
道路構造令制定

東京、横浜復興街路計画決定
（事例：東京都、横浜市）

街路事業の国庫補助化

戦災地復興計画基本方針の閣議決定
戦災復興事業（戦災指定：115都市）
（事例：仙台市、浜松市、名古屋市、大阪市、堺市、

神戸市、岡山市、福岡市）

街路構造令が廃止
揮発油税を道路特定財源化

道路構造令へ一本化
遊戯道路の試行

新都市計画法交付(区域区分制度開始)
連続立体交差事業制度開始
歩行者天国
歴みち事業開始
シンボルロード事業開始
（事例：仙台市、堺市、岡山市、福岡市、姫路市）

交
通
容
量
重
視

電線共同溝整備事業開始
まちづくり三法の改正

交通結節点改善事業開始
道路構造令改正
都市再生特別措置法の制定
くらしのみちゾーン開始
トランジットモール開始
まちづくり交付金の開始
社会資本整備総合交付金制度開始

都市再生特別措置法の改正
・立地適正化計画制度

自
動
車
か
ら
人
中
心
へ無電柱化推進支援計画事業開始

街路年表

（軽工業化）

・無秩序な市街地拡大

・自動車交通増（ただし、主な交通

手段は人、牛馬車、路面電車等）

（重工業化）
・大都市郊外のスプロール化
・地価上昇
・モータリゼーションによる
貨物車、乗用車の急増

道
路
５
ヶ
年
計
画

都
市
化

高
度
経
済
成
長
期

時
代

大
正

7
8

12
13

4
8
10
16
20

27
28
29

31

33

39
43

45
57
59

7
10

12
13
14

16
22
23
26

28

平
成

令
和

1
2

・自動車需要に対する道路整備の
本格化

街
路
構
造
令
と
道
路
構
造
令

・道路構造令にはみられない
諸規定が置かれた
（広幅員、歩車分離、植樹帯等）

高速道路などの国土レベルのインフ
ラ投資拡大（事例：大阪市）

・歩行者や自転車などの通行空間の
確保
・公共空間の賑わい創出
・コンパクトシティの推進

大
規
模
災
害
の
発
生
・
人
口
の
縮
小

4



名称 
3・2・4札幌駅前通 

市道西 4丁目線 

経緯 

Ｓ１１年 当初都市計画決定（25、27ｍ） 

Ｓ２４年 都市計画変更（25、27ｍ→36ｍ） 

Ｓ３８年 拡幅整備の開始 

Ｓ４２年 地下鉄の建設の決定 

Ｓ４６年 拡幅整備の終了 

市電の廃止（札幌駅前-大通）  

地下鉄の開業 

Ｓ４８年 市電の廃止（大通-すすきの） 

分離帯等の設置 

Ｈ１５年 都市計画決定（札幌駅前通地下歩行空間） 

Ｈ１７年 札幌駅前通地下歩行空間 事業着手 

Ｈ２２年 都市計画変更（地下歩行空間 区域変更） 

Ｈ２３年 札幌駅前通地下歩行空間 供用開始 

Ｈ２４年 札幌駅前通地下歩行空間 地上部整備 

Ｈ２７年 市電ループ化 

延長 約 1.8km 

種級 
１等大路３類（当初計画） 

4 種 2級（現在） 

幅員 

25、27m（当初計画） 

36m（現在） 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

51％（現在） 

街路樹 オオバボダイジュ、ニセアカシア 

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

札幌市 

（都）札幌駅前通
さっぽろえきま えどおり

（北４条～南４条） 

札
幌
駅
前
通
は
、
昭
和
１
１
年
に
幅
員
２
５
ｍ

の
一
等
大
路
と
し
て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、
当
時
の
札
幌
市
で
は
人
口
の
集
中
と

そ
れ
に
伴
う
交
通
量
増
加
の
傾
向
が
著
し
か
っ

た
こ
と
や
防
災
上
の
理
由
な
ど
か
ら
、
更
な
る
道

路
拡
幅
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
昭
和
２
４
年
に
現

在
の
幅
員
３
６
ｍ
に
変
更
さ
れ
、
昭
和
３
８
年
か

ら
昭
和
４
８
年
に
か
け
て
、
地
下
鉄
の
整
備
、
廃

止
し
た
市
電
軌
道
部
分
の
分
離
帯
の
整
備
、
車
道

６
車
線
化
の
道
路
拡
幅
整
備
が
行
わ
れ
た
。

＜昭和３０年頃の札幌駅前通＞ 

諸元表 

＜出典：札幌市＞ 
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近
年
で
は
、
札
幌
駅
地
区
と
大
通
地
区
の
二
つ
の

商
業
圏
を
結
び
都
心
の
一
体
化
を
図
り
、
回
遊
性
を

高
め
る
目
的
で
、
札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
が
整

備
さ
れ
、
平
成
２
３
年
３
月
に
供
用
開
始
さ
れ
た
。

ま
た
、
地
上
部
の
幅
員
を
再
構
成
し
、
車
道
６
車

線
を
４
車
線
化
し
歩
道
部
を
拡
幅
す
る
な
ど
、
憩
い

の
あ
る
歩
行
者
空
間
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。

平
成
２
７
年
に
は
、
南
１
条
か
ら
南
４
条
ま
で
の

区
間
で
市
電
が
復
活
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
市
電
の

ル
ー
プ
化
が
さ
れ
た
。

南
１
条
か
ら
南
４
条
ま
で
の
区
間
で
は
歩
道
側

に
軌
道
を
敷
設
す
る
サ
イ
ド
リ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
方

式
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
や
都
心
の

ま
ち
づ
く
り
に
対
応
し
た
街
路
空
間
の
再
構
築
を

行
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
平
成
２
３
年
１
０
月
の
都
市
再
生
特
別

措
置
法
の
改
正
を
契
機
に
、
同
年
１
２
月
に
札
幌
大

通
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
都
市
再
生
整
備
推
進
法
人

の
指
定
を
受
け
、
特
例
道
路
占
用
区
域
内
に
カ
フ
ェ

や
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
テ
ラ
ス
、
愛

称
「
大
通
す
わ
ろ
う
テ
ラ
ス
」
が
平
成
２
５
年
８
月

に
開
設
さ
れ
、
飲
食
物
の
提
供
の
他
、
イ
ベ
ン
ト
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
取
組
な
ど
が
催
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
整
備
の
変
遷
を
経
て
、
札
幌
市
の
シ
ン

ボ
ル
通
り
と
し
て
、
都
心
全
体
の
魅
力
と
活
力
の
向

上
に
寄
与
し
て
い
る
。「大通すわろうテラス」出典：札幌市

「サイドリザベーション方式（南 1条～南 4条）」出典：札幌市

位置図 現在の横断図（北４条～大通公園） 

「狸小路停留所外観」出典：札幌市

「現在の札幌駅前通（札幌駅～大通公園）」 出典：札幌市

「札幌駅前地下歩行空間」 出典：札幌市
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名称 
(都)定禅寺通櫓丁線 

市道定禅寺通線 

経緯 

Ｓ２０年 戦災復興計画基本方針閣議決定 

Ｓ２１年 戦災都市に指定 

     ２５路線が都市計画決定 

     「定禅寺通錦町線」 

Ｓ３３年 ケヤキ植樹 

Ｓ４１年 都市計画道路名称・延長変更 

     「定禅寺通櫓丁線」 

Ｓ４２年 電線地中化完成 

Ｓ５２年 彫刻のあるまちづくり事業 

     彫刻３体設置 

H１０年 景観条例に基づき「定禅寺通景観形 

成地区」を指定 

H１１年 定禅寺通シンボルロード整備事業 

     （～H１３年度） 

H１５年 定禅寺通利活用市民マネジメント組

織発足 

延長 
約 1.81km（当初） 

約 0.71km（現在） 

種級 
広路（当初計画） 

４種１級（現在） 

幅員 

46m（当初計画） 

46m（現在） 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

57％（当初計画）→57％（現在）

街路樹 けやき 

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

仙台市 

（都）定禅寺通
じょうぜんじどおり

櫓丁
やぐらちょう

線
せ ん

  （旧：定禅寺通
じょうぜんじどおり

錦町
にしきちょう

線
せ ん

） 

植栽当時の（都）定禅寺通櫓丁線 

仙
台
市
で
は
、
昭
和
２
０
年
に
国
か
ら
示
さ
れ

た
戦
災
地
復
興
計
画
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
火
災

発
生
時
の
延
焼
防
止
や
災
害
発
生
時
の
避
難
路

の
確
保
と
い
っ
た
防
災
の
面
に
重
点
を
お
い
た

街
路
計
画
を
立
案
し
、
昭
和
２
１
年
に
定
禅
寺
通

錦
町
線
の
ほ
か
２
４
路
線
が
都
市
計
画
決
定
さ

れ
た
。

な
か
で
も
定
禅
寺
通
錦
町
線
（
現
定
禅
寺
通
櫓

丁
線
）
は
、
仙
台
市
中
心
部
に
南
北
及
び
東
西
に

配
置
さ
れ
た
６
つ
の
重
要
幹
線
街
路
の
一
つ
を

形
成
し
て
お
り
、
中
央
部
に
は
幅
１
２
ｍ
の
緑
地

帯
を
有
す
る
全
幅
４
６
ｍ
の
広
幅
員
の
道
路
と

な
っ
て
い
る
。

＜昭和３０年頃の（都）定禅寺通櫓丁線＞ 

諸元表 

＜出典：仙台市「仙台市戦災復興誌」＞ 
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＜現在の（都）定禅寺通櫓丁線＞ 

現在は、沿道の建築物や屋外広告物の規制誘導を図ることで、道路

と沿道が一体となった良好な街並みが形成されている。

＜定禅寺通シンボルロード整備事業＞ 

（定禅寺通緑地）

南 北

(中央緑地）

(３車線) (３車線)

7000 10000 12000 10000 7000

ｗ＝46000

西公園 

広瀬川 

錦町公園 

創造ゾーン 交流ゾーン 

杜のスポット 

広瀬川をイメージさせる
曲線を歩道舗装パターン
に取り入れました。 
静かな空間での休憩・散
策が楽しめます。 

アートのスポット 

・歩行者の安全を確保
したスクランブル交
差点整備 
・けやき保護と休憩ス
ペースを兼ねたベン
チの整備 

音のスポット 

出逢いのスポット 

人が集う舞台をイメージ
した格子状の整然とした
シンプルな歩道舗装パタ
ーンを取り入れていま
す。小さいステージの設
置により、小規模イベン
トが行えます。 

・イベント用コンセン
トボックスを整備 
・フットライト等を整
備し夜間の通行安全
性を確保 

都
市
計
画
道
路
と
し
て
整
備
後
、
平
成
１
１
年

か
ら
定
禅
寺
通
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
整
備
事
業
と

し
て
、
け
や
き
の
育
成
や
道
路
景
観
と
調
和
し
た

沿
道
建
築
物
の
景
観
形
成
、
快
適
な
歩
行
空
間
の

整
備
を
行
っ
て
き
た
。

現
在
は
、
広
幅
員
の
歩
道
や
緑
地
帯
、
美
し
い

ケ
ヤ
キ
並
木
を
活
か
し
、
定
禅
寺
ス
ト
リ
ー
ト
ジ

ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
始
め
と
す
る
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
の
舞
台
と
し
て
市
民
や
多
く
の
来
訪

者
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
杜
の
都
仙
台
を
象
徴
す

る
道
路
と
な
っ
て
い
る
。

当初整備時の横断図 

現在の横断図 

位置図 

＜出典：仙台市「仙台市戦災復興誌」＞ 

＜出典：仙台市ホームページ＞ 

＜出典：仙台市＞ 

＜出典：仙台市＞ 
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名称 
（都）国道 15 号線、国道１号線 

国道 1号、国道 15 号 

経緯 

T１３年 帝都復興都市計画決定（全 21路線） 

S ４年 街路第１号線竣工 

S２１年 横浜復興都市計画街路決定 

（広路：1号国道※始点変更） 

S２７年 名称変更（市場保土ケ谷線） 

S３２年 路線の分割 

（高島・市場線、高島・戸塚線） 

S３９年 都市高速道路新子安・寛政線の決定 

     ※現首都高速横浜羽田空港線 

S４７年 新法に伴う名称変更 

高島・市場線⇒国道 15 号線 

     高島・戸塚線⇒国道 1号線 

延長 

約 8.5ｋｍ（当初） 

国道 1号線約29ｋｍ（現在） 

国道 15号線約 8.1ｋｍ（現在） 

種級 
一等大路（当初計画） 

４種１級（現在） 

幅員 

22ｍ～36ｍ（当初計画） 

27m～50ｍ（現在） 

神奈川警察署付近の全体幅員に対する

車道以外の幅員割合 

24％(現在) 

街路樹 あり 

神奈川警察署付近から東京方面を撮影 

大
正
１
２
年
９
月
１
日
に
発
生
し
た
関
東
大

震
災
に
よ
り
、
横
浜
市
内
は
甚
大
な
被
害
が
あ
っ

た
。
横
浜
市
は
９
月
１
１
日
に
市
会
を
開
会
し
、

復
興
案
を
検
討
し
、
政
府
に
「
帝
都
復
興
事
業
」

に
横
浜
市
も
包
含
す
る
よ
う
陳
情
し
、
そ
の
結

果
、
大
正
１
３
年
３
月
１
１
日
に
告
示
さ
れ
た

「
帝
都
復
興
都
市
計
画
」
に
２
１
路
線
が
位
置
づ

け
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
１
２
間
（
２
１
．
８
２
ｍ
）

以
上
の
街
路
１
２
路
線
に
つ
い
て
は
国
執
行
事

業
、
そ
れ
以
外
の
９
路
線
は
市
執
行
事
業
と
さ
れ

た
。

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

横浜市 

（都）国道 15 号線、国道 1号線 

（旧：街路第 1号線） 

＜街路第 1号線昭和 4年 3月竣工＞ 

諸元表 

＜出典：横浜市「横濱の復興」＞ 
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＜現在の（都）国道 15号線及び横浜羽田空港線＞ 

街
路
１
号
線
は
当
時
の
横
浜
市
域
を
縦
断
す
る

道
路
と
し
て
計
画
さ
れ
、
幅
員
２
２
～
３
６
ｍ
、
延

長
８
，
５
０
５
ｍ
の
国
施
行
の
道
路
と
し
て
計
画
さ

れ
、
昭
和
４
年
３
月
に
竣
工
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
３
２
年
に
横
浜
駅
付
近
を
分
岐
点

に
し
て
２
路
線
に
分
割
さ
れ
、
昭
和
４
７
年
の
新
法

の
施
行
に
伴
い
、
東
京
方
を
国
道
１
５
号
線
、
静
岡

方
を
国
道
１
号
線
と
名
称
を
変
更
し
た
。

現神奈川警察署付近 国道 15号線（幅員 50ｍ） 

横浜羽田空港線（幅員 17ｍ） 

神奈川警察署

至東京

至横浜

＜現在の（都）国道 15号線及び横浜羽田空港線＞ 
ま
た
、
国
道
１
５
号
線
の
一
部
に
は
昭
和

３
９
年
に
新
子
安
・
寛
政
線
（
現
横
浜
羽
田

空
港
線
）
が
重
複
し
て
都
市
計
画
決
定
さ

れ
、
昭
和
４
７
年
８
月
に
開
通
し
、
首
都
高

速
横
浜
羽
田
空
港
線
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。

平
成
２
７
年
度
道
路
街
路
交
通
情
勢
調

査
で
は
１
日
当
た
り
、
国
道
１
号
線
が
約
９

万
台
、
国
道
１
５
号
線
が
約
５
万
台
、
首
都

高
速
横
浜
羽
田
空
港
線
が
約
７
万
台
の
交

通
量
が
あ
っ
た
。

神奈川警察署付近から東京方面を撮影 

位置図 

街路第 1号線

国道 1号線 国道 15号線

横浜羽田空港線

重複区間

横浜駅

至 東京

至 静岡

＜出典：横浜市「横濱の復興」＞ 

＜出典：横浜市「横濱の復興」＞ 

＜出典：横浜市「横浜国際港都建設計画街路網図」＞ 
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名称 （都）高島本牧線、山下本牧磯子線 

経緯 

T１３年 帝都復興都市計画決定（全 21路線） 

S ２年 山手隧道竣工 

S ３年 街路第 4号竣工 

S２７年 本牧根岸線に名称変更 

S４７年 路線の分割 

（高島本牧線、山下本牧磯子線） 

H１３年 山手隧道が市認定歴史的建造物に認 

      定 

H２７年 土木学会推奨土木遺産に認定 

延長 

約 9.4ｋｍ（当初） 

高島本牧線   約 5.5ｋｍ（現在） 

山下本牧磯子線 約 7.6ｋｍ（現在） 

種級 
広路（当初計画） 

４種 2級（現在） 

幅員 

22～25ｍ（当初計画） 

25ｍ（現在） 

山手隧道付近の全体幅員に対する車道

以外の幅員割合 

74％（現在） 

街路樹 あり 

大
正
１
３
年
３
月
１
１
日
に
告
示
さ
れ
た
「
帝
都

復
興
都
市
計
画
」
に
街
路
第
４
号
線
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
昭
和
３
年
１
０
月
に
竣
工
し
た
路
線
で
あ

る
。
関
内
地
区
と
本
牧
地
区
を
結
ぶ
道
路
と
し
て
幅

員
２
２
～
２
５
ｍ
、
延
長
４
４
７
ｍ
が
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。
現
在
は
都
市
計
画
道
路
高
島
本
牧
線
、

山
下
本
牧
磯
子
線
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

街
路
第
４
号
線
に
あ
る
山
手
隧
道
は
、
戦
前
の
道

路
用
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
は
最
大
の
幅
員
と
な
っ
て

い
る
。

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

横浜市 

（都）高島
たか し ま

本牧
ほ ん も く

線
せ ん

、山下
やま し た

本牧
ほ ん も く

磯子
い そ ご

線
せ ん

（旧：街路第 4号線） 

＜山手隧道工事写真＞ 

諸元表 

＜出典：横浜市「横濱の復興」＞ 
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＜竣工当時（昭和２年 3月）の山手隧道＞ 

＜現在の山手隧道＞ 

山
手
隧
道
は
平
成
１
３
年
に
横
浜
市
認
定
歴
史

的
建
造
物
に
認
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
平
成
２
７
年
に
は
山
手
隧
道
の
本
牧
側

に
架
か
る
桜
道
橋
な
ど
と
と
も
に
「
元
町
・
山
手

地
区
震
災
復
興
施
設
群
」
と
し
て
土
木
学
会
の
推

奨
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

桜道橋

街路 4号線

山手隧道

山下本牧磯子線

桜道橋と山手隧道

位置図 

＜出典：横浜市「横濱の復興」＞ 

＜出典：横浜市「横濱の復興」＞ 

＜出典：横浜市「横濱の復興」＞ 

＜出典：横浜市「横浜国際港都建設計画街路網図」＞ 
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名称 
（都）浜北東若林線 

国道１５２号 

経緯 

Ｓ２０年 戦災地復興計画基本方針閣議決定 

Ｓ２１年 戦災都市に指定 

     ５０路線が都市計画決定 

Ｓ２４年 計画の見直しを実施 

Ｓ２７年 浜松市役所の移転 

Ｓ２９年 周辺１２市町村の合併 

街路計画の変更決定 

    （幅員：50ｍ→36ｍ） 

Ｓ３４年 伝馬池川線の整備完了 

Ｓ３７年 都決変更（全体的な見直しにより、 

伝馬西ヶ崎線へ都決変更） 

Ｓ４７年 地下道整備（通学路交差点） 

Ｓ４９年 都決変更（３路線統合、浜北米津線） 

Ｓ６３年 主要市道の舗装率１００％ 

Ｈ２５年 平面交差化事業着手 

Ｈ２７年 市役所前交差点の平面交差化完了 

Ｈ２８年 都決変更（区間変更、浜北東若林線）

延長 
約 2km（当初） 

約 22km（現在） 

種級 
１等大路１類（当初計画） 

４種１級（現在） 

幅員 

50ｍ（当初計画） 

36ｍ（現在） 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

37％（現在）

街路樹 イチョウ 

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

浜松市 

（都）浜
はま

北東
きたひがし

若林
わかばやし

線
せ ん

（旧：伝馬
て ん ま

池川
い け が わ

線
せ ん

）

車道と歩道が分離され、当時としては画期的な街路樹や街路灯が

設けられた。（中央の建物は、旧浜松市役所庁舎。） 

昭
和
２
０
年
に
戦
災
地
復
興
計
画
基
本
方
針
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
翌
２
１
年
浜
松
市
は
戦
災
都
市
に

指
定
さ
れ
た
。
同
年
、
戦
災
復
興
特
別
都
市
計
画
事

業
区
域
内
に
５
０
路
線
の
街
路
計
画
を
作
成
し
、
都

市
計
画
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
に
お
い
て
、
旧
伝

馬
池
川
線
は
一
番
幅
員
の
広
い
５
０
ｍ
道
路
と
し

て
計
画
さ
れ
た
。

将
来
の
自
動
車
交
通
の
発
達
や
火
災
防
止
、
美
観

を
考
慮
し
、
二
度
と
道
路
拡
幅
し
な
く
て
も
良
い
よ

う
に
、
理
想
的
な
都
市
計
画
を
打
ち
立
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

＜昭和３４年の（都）浜北東若林線＞ 

諸元表 

＜出典：浜松市＞ 
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＜現在の（都）浜北東若林線＞ 

昭
和
２
７
年
の
浜
松
市
役
所
の
移
転
な
ど
を
契

機
に
事
業
は
推
進
さ
れ
た
。
昭
和
２
９
年
に
は
街
路

計
画
の
一
部
変
更
に
よ
り
、
幅
員
が
３
６
ｍ
に
縮
小

さ
れ
た
が
、
昭
和
３
４
年
の
整
備
完
了
時
に
は
、
歩

道
と
車
道
を
分
離
し
た
街
路
を
持
ち
、
当
時
と
し
て

は
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
３
０
年
代
に
は
、
急
速
な
産
業
発
展
や
交
通

量
増
加
に
伴
い
、
交
通
渋
滞
や
交
通
事
故
が
問
題
と

な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
３
７
年
に
街
路
計
画

が
変
更
さ
れ
、
本
路
線
も
延
伸
さ
れ
、
昭
和
４
５
年

に
は
、
都
決
変
更
さ
れ
た
北
側
の
区
間
が
整
備
完
成

す
る
な
ど
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い

っ
た
。

浜松市役所新庁舎から撮影 

昭
和
４
７
年
に
は
、
市
役
所
前
交
差
点
は
、
通
学

路
交
差
点
と
し
て
、
周
辺
の
学
校
へ
通
う
生
徒
の
安

全
確
保
の
た
め
、
地
下
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

近
年
で
は
、
通
勤
・
通
学
を
中
心
と
し
た
自
転
車

交
通
も
多
く
、
交
差
点
等
で
の
対
車
両
事
故
が
発

生
。
ま
た
、
地
下
道
以
外
の
横
断
手
段
が
無
く
、
高

齢
者
・
障
害
者
・
自
転
車
等
の
横
断
に
多
大
な
支
障

を
き
た
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
の

抑
制
及
び
安
全
な
歩
行
空
間
の
確
保
、
自
転
車
通
行

環
境
を
整
備
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
観
点

か
ら
す
べ
て
の
人
が
、
安
全
で
快
適
に
通
行
で
き
る

よ
う
に
、
交
差
点
平
面
化
事
業
に
着
手
し
、
平
成
２

７
年
２
月
に
供
用
開
始
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
整
備
の
変
遷
を
経
て
、
浜
松
市
の
主
要

幹
線
道
路
と
し
て
、
都
心
環
状
線
に
位
置
付
け
ら
れ

る
と
と
も
に
、
浜
松
市
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
骨

格
を
担
う
重
要
な
道
路
と
し
て
現
在
に
至
る
。

整備前

整備後

※平面交差化事業実施（横断歩道、矢羽設置）

当初の横断図 

現在の横断図 

※幅員構成不明

＜出典：浜松市＞ 

＜出典：浜松市＞ 

＜出典：浜松市＞ 

14



名称 
（都）久屋町線 

久屋大通 

経緯 

Ｓ２１年 都市計画決定 

Ｓ２４年 整備着手 

Ｓ３８年 道路概成 

Ｓ４５年 道路と公園の着用工作物として整理 

し、都市公園法に基づく都市公園と 

して整備 

Ｓ５３年 名鉄瀬戸線栄町駅、地下街及び地下 

     駐車場を久屋大通の地下に建設 

延長 
約 1.7km（当初） 

約 1.7km（現在） 

種級 広路（当初計画）、４種１級（現在） 

幅員 

100m（当初計画） 

100m（現在） 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

70～72％（昭和後期～平成初期） 

→78％（現在）

街路樹 ケヤキ、メタセコイヤ 他 

供用開始当時の様子。右奥には、昭和 29 年に完成した名古屋テレビ塔

が見える。

１
０
０
ｍ
道
路
で
あ
る
久
屋
町
線
は
、
戦
後

の
復
興
都
市
計
画
街
路
の
一
つ
と
し
て
、
火
災

等
の
災
害
の
防
止
、
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
等
を
目

的
に
、
昭
和
２
１
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

昭
和
２
４
年
か
ら
整
備
に
着
手
し
、
昭
和
３

８
年
に
道
路
が
概
成
し
た
。

＜昭和３８年頃の久屋町線＞ 

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

名古屋市 

（都）久屋
ひ さ や

町
ちょう

線
せ ん

諸元表 

＜出典：名古屋市「なごや 100 年」＞ 
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＜昭和後期～平成初期＞ 

＜現在＞ 

※当初整備時の幅員構成は不明 

し、日本最大の Park-PFI 事業にふさわしい、発信力のある公園を創出。 

＜再整備のイメージパース＞ 

都
心
の
シ
ン
ボ
ル
空
間
と
し
て
多
く
の
方
々
に
親
し

ま
れ
て
お
り
、
現
在
は
、
更
な
る
魅
力
向
上
に
向
け

た
再
生
事
業
が
進
ん
で
い
る
。

＜現在の久屋町線＞ 

道
路
中
央
部
分
が
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い

る
が
、
当
初
は
道
路
の
中
央
帯
と
し
て
の
位
置
づ

け
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
４
５
年
に
道
路
と

公
園
の
兼
用
工
作
物
と
し
て
整
理
が
な
さ
れ
、
都

市
公
園
法
に
基
づ
く
都
市
公
園
と
し
て
整
備
、
供

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

名
古
屋
市
で
は
、
久
屋
大
通
の
再
生

に
向
け
、
平
成
２
９
年
の
都
市
公
園
法

改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た

P
a
rk
-
P
F
I

制
度
を
導
入
し
、
久
屋
大
通
公
園
（
北

エ
リ
ア
・
テ
レ
ビ
塔
エ
リ
ア
）
内
に
お

い
て
飲
食
店
・
売
店
等
の
収
益
的
な
施

設
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
久
屋
大
通

公
園
（
北
エ
リ
ア
・
テ
レ
ビ
塔
エ
リ
ア
）

全
域
に
わ
た
り
園
路
や
広
場
等
の
一
般

的
な
公
園
施
設
の
整
備
及
び
管
理
運
営

を
行
う
事
業
者
の
公
募
を
実
施
し
た
。

オアシス 21 

テレビ塔 

＜出典：名古屋市「久屋大通のあり方（案）」

＜出典：名古屋市「久屋大通公園（北エリア・テレビ塔エリア）整備運営事業提案の選定結果」＞ 

久屋大通公園を名古屋の「サステナブルな発展を底支えするインフラ」へと再生 

＜出典：名古屋市「名古屋市都市計画図情報提供サービス」＞ 

＜出典：名古屋市「久屋大通街路整備事業概要」＞ 

＜出典：名古屋市「久屋大通街路整備事業概要」＞ 
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名称 
御堂筋線 

（国道 25号、国道 176号）

経緯 

T１０年 第１次都市計画事業の認可  

T１３年 受益者負担金制度を導入 

T１５年 御堂筋の工事着手 

S１２年 工事完了（御堂筋開通） 

S３３年 一級国道の指定区間を指定する政令 

により建設大臣の管理となる 

S４５年  一方通行化（大阪万国博覧会開催） 

S５７年 御堂筋プロムナード完成 

     （梅田新道～大江橋北詰交差点） 

H２０年 淀屋橋・大江橋が重量文化財に指定 

H２４年 御堂筋が大阪市管理となる 

延長 約 4.2ｋｍ 

種級 広路 

幅員 

約 44ｍ 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

46％～48％（現在） 

街路樹 イチョウ 

御
堂
筋
は
、
大
阪
の
代
表
的
な
繁
華
街
で
あ

る
キ
タ
（
梅
田
）
と
ミ
ナ
ミ
（
難
波
）
を
結
ぶ

大
阪
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
。

当
時
の
市
長
で
あ
っ
た
關
一
は
「
本
市
最
高

の
機
能
を
達
成
す
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
大
阪

の
中
心
街
路
た
る
に
恥
じ
ざ
る
幅
員
と
体
制

を
備
え
る
」
と
し
、
第
１
次
都
市
計
画
事
業
の

広
路
第
１
号
線
と
し
て
、
大
正
１
５
年
に
建
設

を
開
始
し
た
。

事
業
は
、
大
阪
都
市
計
画
事
業
道
路
新
設
拡

築
受
益
者
負
担
規
定
に
よ
る
民
間
資
金
と
市

債
に
よ
り
進
め
ら
れ
、
昭
和
１
２
年
に
完
成

し
、
都
市
の
機
能
性
と
緑
地
空
間
を
豊
か
に
備

え
た
大
阪
市
都
市
計
画
事
業
の
最
初
に
し
て

最
大
の
成
果
と
な
っ
て
い
る
。

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

大阪市 

御堂筋
み ど う す じ

線
せ ん

＜拡幅当時の御堂筋＞

諸元表 

拡幅前           拡幅後 
＜出典：大阪歴史博物館所蔵＞ 
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＜上：対面通行時代、下：一方通行時代＞

そ
れ
ま
で
の
御
堂
筋
は
、
延
長
約
１
．
３

ｋ
ｍ
・
幅
員
約
６
ｍ
あ
ま
り
で
、
古
い
商
家
・

長
屋
が
ぎ
っ
し
り
建
ち
並
ん
で
い
た
が
、
こ

こ
に
延
長
約
４
．
４
ｋ
ｍ
・
幅
員
約
４
４
ｍ

の
新
し
い
御
堂
筋
が
計
画
さ
れ
た
。

当
初
の
計
画
で
は
、
路
面
中
央
に
市
電
を

走
ら
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
最
終
計
画
決

定
で
淀
屋
橋
以
南
難
波
ま
で
の
軌
道
を
計
画

か
ら
外
し
地
下
に
高
速
鉄
道
を
配
置
し
、
中

央
部
を
高
速
車
道
、
そ
の
両
側
を
緩
速
車
道
、

さ
ら
に
そ
の
両
側
を
歩
道
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

を
区
分
す
る
よ
う
に
四
列
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木

を
配
置
し
た
。

建
設
当
初
は
、
南
北
対
面
通
行
で
あ
っ
た

が
、
御
堂
筋
の
交
通
量
の
増
加
と
渋
滞
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
昭
和
４
５
年
の
大
阪
万

国
博
覧
会
に
合
わ
せ
て
、
現
在
の
南
行
き
の

一
方
通
行
と
な
っ
た
。

御
堂
筋
は
こ
れ
ま
で
、
景
観
的
、
交
通
機

能
的
に
優
れ
た
大
幹
線
道
路
と
し
て
、
沿
道

に
金
融
機
関
等
を
呼
び
込
み
、
都
心
部
の
風

格
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ゾ
ー
ン
を
発
展
さ
せ
て
き

た
。
ま
た
、
季
節
ご
と
に
変
化
す
る
イ
チ
ョ

ウ
並
木
や
沿
道
建
物
に
よ
る
遠
近
法
が
効
い

た
奥
行
き
と
見
通
し
が
美
し
い
風
景
を
創
り

上
げ
、
市
民
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
親
し
ま

れ
て
い
る
。

＜現在の御堂筋＞

御
堂
筋
線

断面構成 

位置図 

本線

44m

13m4.5m5.5～6m 5.5～6m5～5.5m 4.5m 5～5.5m

側道 側道歩道 歩道植栽帯 植栽帯

５～５.５ｍ６ｍ ５～５.５ｍ ６ｍ ４～４.５ｍ４～４.５ｍ １３ｍ

４４ｍ

＜大阪市所蔵＞ 

＜大阪歴史博物館所蔵＞ 

＜大阪市所蔵＞ 
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名称 
（都）築港深江線 

主要地方道線築港深江線 

経緯 

Ｓ２１年 復興都市計画街路の決定 

Ｓ２５年 街路計画の変更 

（幅員：25～100ｍ→40～80ｍ） 

Ｓ３９年 街路計画の変更 

（終点の延伸等）  

Ｓ４０年 船場地区構造変更（船場センター 

ビルB2、4F構想の決定） 

Ｓ４１年 長柄堺線との立体交差の決定 

Ｓ４２年 船場地区の立体交差幅員等の変更 

Ｓ４３年 森小路大和川線、新庄大和川線との 
立体交差の決定 

長柄堺線との立体交差の構造及び 

幅員の変更

延長 
約 12ｋｍ（当初） 

約 12ｋｍ（現在） 

種級 
広路（当初計画） 

4 種 1級（現在） 

幅員 

25～100ｍ（当初計画） 

40～80ｍ（現在） 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

46％（現在）※幅員80ｍ区間の割合

街路樹 あり 

工事中の新町工区の様子（西区阿波座付近） 

大
阪
市
の
道
路
は
、
戦
前
す
で
に
御
堂
筋
を

は
じ
め
南
北
の
主
要
幹
線
を
整
備
し
て
い
た

が
、
南
北
線
に
く
ら
べ
て
東
西
線
が
少
な
く
、

戦
争
に
よ
る
被
害
を
機
会
に
、
都
市
を
抜
本
的

に
改
造
す
る
こ
と
と
し
、
昭
和
２
１
年
５
月
、

戦
前
の
道
路
計
画
に
大
幅
な
変
更
を
加
え
、
復

興
計
画
で
は
、
東
西
線
と
し
て
の
築
港
深
江
線

を
含
む
、
合
計
６
４
路
線
、
延
長
３
６
７
ｋ
ｍ

の
都
市
計
画
道
路
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
昭
和

２
５
年
３
月
「
戦
災
復
興
都
市
計
画
の
再
検
討

に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
も
と
づ
き
、
計
画
の

部
分
的
な
変
更
を
行
っ
た
。

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

大阪市 

（都）築港
ちっ こ う

深江
ふ か え

線
せ ん

（中央
ちゅうおう

大通
おおどおり

） 

＜昭和 30年代前半頃の築港深江線＞

諸元表 

＜出典：大阪市「写真でみる大阪市 100 年」＞ 
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＜昭和 20年代後半頃の築港深江線＞

都
市
計
画
道
路
築
港
深
江
線
は
、
当
初

最
大
幅
員
１
０
０
ｍ
で
計
画
し
て
い
た

が
、
昭
和
２
５
年
３
月
の
計
画
変
更
に
お

い
て
幅
員
８
０
ｍ
に
変
更
し
た
。
完
成
後
、

交
通
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
都

市
高
速
道
路
の
高
架
構
造
物
を
配
置
し

た
。

工事中の西区新町工区の様子 

大
阪
市
の
中
心
部
を
東
西
に
貫
い
て
大
阪

港
と
東
大
阪
地
域
を
結
び
、
御
堂
筋
線
と
共

に
大
阪
の
都
市
計
画
道
路
を
代
表
す
る
骨
格

道
路
で
あ
る
。
全
線
に
わ
た
り
高
速
道
路
が

高
架
で
整
備
さ
れ
、
地
下
に
は
大
阪
メ
ト
ロ

中
央
線
が
走
る
、
大
阪
市
の
大
動
脈
幹
線
道

路
と
し
て
「
中
央
大
通
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
。

平成 31年 1月撮影 西区阿波座付近 

＜現在の築港深江線＞

大和川

築港深江線

現在の横断図（西区阿波座付近） 

位置図 

＜出典：大阪市、 大阪市都市整備協会、 大阪都市協会「甦るわが街」＞ 

＜出典：大阪市＞ 
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名称 （都）大小路線 

経緯 

Ｓ２０年 戦災地復興計画基本方針閣議決定 

Ｓ２１年 戦災復興都市計画街路に指定 

３０路線が都市計画決定 

S５９年 シンボルロード整備事業の事業 

採択を受け、再整備を開始 

     歩道の拡幅、電線類地中化（ＣＡＢ） 

     大小路歩道橋の架け替えなど 

Ｈ１１年 大小路シンボルロード完成 

Ｈ２９年 堺市市民交流広場（Mina さかい） 

     オープン 

延長 
約 1.5ｋｍ（当初） 

約 1.5ｋｍ（現在） 

種級 
一等大路第２類（当初計画） 

第４種２級相当（現在） 

幅員 

30ｍ（当初計画）→30ｍ（現在） 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

40％（当初計画） 

→60～65％（現在）

街路樹 けやき 

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

堺市 

（都）大
おお

小路線
しょ う じ せ ん

堺市役所から大小路を撮影。当時は、高速道路や高層ビルはなく、 

三階建ての建物からでも遠く堺港あたりまで見渡すことができた。 

＜昭和３３年の（都）大小路線＞ 

諸元表 

大
正
１
５
年
に
堺
都
市
計
画
街
路
と
し
て

１
６
路
線
が
初
め
て
決
定
し
、
市
勢
の
発
展

に
伴
い
追
加
変
更
を
行
っ
て
き
た
が
、
終
戦

直
前
に
市
の
中
心
部
が
戦
災
に
よ
り
ほ
と
ん

ど
焼
失
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
２
１
年
に
戦
災
復
興
都
市

計
画
街
路
と
し
て
大
小
路
線
を
は
じ
め
３
０

路
線
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

大
小
路
線
は
、
四
方
を
濠
で
囲
ま
れ
た
碁

盤
目
状
の
区
割
（
元
和
の
町
割
）
を
な
す
堺

市
街
地
（
環
濠
都
市
区
域
）
の
東
西
幹
線
の

１
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

＜出典：参考文献に記載＞ 
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6.00 

仁徳天皇陵古墳

大
小
路
線
は
、
南
海
電
鉄
本
線
堺
駅
か
ら
南
海
高

野
線
堺
東
駅
を
結
ぶ
市
道
で
あ
り
、
堺
市
の
中
心
市

街
地
を
貫
く
道
路
で
あ
る
。

昭
和
５
９
年
か
ら
「
活
気
と
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ

る
道
路
空
間
に
よ
り
、
都
心
地
域
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

街
づ
く
り
の
先
導
的
な
役
割
を
担
う
」
こ
と
を
目
的

に
、
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
整
備
事
業
に
よ
る
再
整
備
が

行
わ
れ
た
。

片
側
３
車
線
を
片
側
１
車
線
に
再
整
備
し
、
歩
道

の
拡
幅
、
壁
面
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
噴
水
の
整
備
、
共

同
溝
に
よ
る
電
線
の
地
中
化
、
歩
道
橋
の
架
け
替
え

な
ど
を
実
施
し
た
。

平
成
２
９
年
に
堺
市
市
民
交
流
広
場
「M

in
a

さ

か
い
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
大
小
路
線
沿
い
の
市
役
所

前
～
周
辺
施
設
を
一
体
的
に
広
場
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
多
目
的
に
活
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
大
小
路
線
と
共
に
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
寄
与
し
て
い
る
。

＜現在の（都）大小路線＞ 

環濠都市区域

堺市役所

大小路線 

L=約 1.5km

再整備前

再整備後

6.00 

毎年秋に開催される

「堺まつり」で一部区

間を通行規制し、火縄

銃隊の祝砲や時代衣

装など大パレードが

行われている。 

30.00 

18.00 

12.00 9.00 9.00 

30.00 

車道（片側１車線） 歩道 歩道 

車道（片側３車線） 歩道 歩道 

堺市市民交流広場 

（Mina さかい） 

昭和 25年当時の都市計画図

当初の横断図 

再整備時の横断

位置図 

＜出典：大阪府「街路事業の事例（大阪府 HP）」

＜出典：大阪府「街路事業の事例（大阪府 HP）」

＜出典：堺市「Mina さかいについて（堺市 HP）＞ 
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名称 

（都）錦浜寺南町線 

市道大道筋 

一般府道深井畑山宿院線 

経緯 

Ｓ２０年 戦災地復興計画基本方針閣議決定 

Ｓ２１年 戦災復興都市計画街路に指定 

３０路線が都市計画決定 

Ｓ３４年 開通 

Ｈ ５年 電線類地中化（ＣＡＢ） 

Ｈ２７年 文化観光拠点（さかい利晶の杜） 

     オープン 

延長 
約 2.5km（当初） 

約 2.5km（現在） 

種級 
一等大路第３類（当初計画） 

第４種２級相当（現在） 

幅員 

50m（当初計画）→50m（現在） 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

 ３３％（当初計画）→３３％（現在）

街路樹 ゆりのき、さわぐるみ など 

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

堺市 

（都）錦
にしき

浜寺南町
はまでらみなみまち

線
せ ん

（大道筋
だい ど う す じ

） 

諸元表 

当時は、拡幅工事が完了した後も路面電車が道路の東側を 

走っていたため、軌道を道路の中央へ移設した。 

大
正
１
５
年
に
堺
都
市
計
画
街
路
と
し
て
１
６

路
線
が
初
め
て
決
定
し
、
市
勢
の
発
展
に
伴
い
追
加

変
更
を
行
っ
て
き
た
が
、
終
戦
直
前
に
市
の
中
心
部

が
戦
災
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
２
１
年
に
戦
災
復
興
都
市
計
画
街

路
と
し
て
３
０
路
線
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

大
道
筋
は
、
大
阪
と
和
歌
山
を
結
ぶ
紀
州
街
道
の

一
部
を
な
す
道
路
で
あ
り
、
四
方
を
濠
で
囲
ま
れ
た

碁
盤
目
状
の
区
割
（
元
和
の
町
割
）
を
な
す
堺
市
街

地
（
環
濠
都
市
区
域
）
の
南
北
幹
線
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
防
災
に
主
眼
を
置
い
た
幅
員
５
０

ｍ
の
大
通
り
を
整
備
し
た
。

＜昭和３２年の（都）錦浜寺南町線＞ 

＜出典：山中永之佑「目で見る堺市の 100 年＞ 
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＜現在の（都）錦浜寺南町線＞ 

昭
和
６
１
年
か
ら
、
一
部
区
間
に
お
い
て
、

電
線
類
地
中
化
と
共
に
歩
道
の
美
装
化
を
行

い
、
沿
道
の
景
観
形
成
を
図
っ
て
い
る
。

最
近
で
は
、
低
床
式
車
両
の
導
入
や
文
化
観

光
拠
点
な
ど
の
周
辺
整
備
が
進
む
な
か
、
大
道

筋
の
沿
道
に
お
い
て
、
区
民
意
見
を
踏
ま
え
た

社
会
実
験
（
広
い
幅
員
の
歩
道
を
利
用
し
た
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
）
の
実
施
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
の
開
催
を
通
じ
て
、
大
道
筋
の
将
来
像
を

具
体
化
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

堺市役所

仁徳天皇陵古墳

地元グループと協働で行われたオープンカフェ 

50.00 

8.25 12.00 5.85 12.00 8.25 

軌道車道歩道 車道 歩道

大道筋 

L=約 2.5km

文化観光拠点

（さかい利晶の杜）

地域住民と一緒に清掃活動を実施 

昭和 25年当時の都市計画図

環濠都市区域

現在の横断図 

位置図 

＜出典：堺市「大道筋のまちづくり」＞ 

＜出典：堺市「大道筋のまちづくり」＞ 

＜出典：堺市＞ 

24



名称 
（都）中央幹線 

国道 28号／県道神戸明石線 

延長 
約 11ｋｍ（当初） 

約 11ｋｍ（現在） 

種級 
1 等大路 1類（当初計画） 

4 種 1級（現在） 

幅員 

50ｍ（当初計画） 

50ｍ（現在） 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

48％（当初計画）→38％（現在）

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

神戸市 

（都）中央
ちゅうおう

幹線
か ん せ ん

と（都）浜手
は ま て

幹線
か ん せ ん

国道（2号）として神戸都心部と既成市街地を結ぶ 

＜現在の中央幹線＞ 

諸元表（中央幹線） 

戦
災
に
よ
る
復
興
基
本
計
画
と
し
て
、
昭
和
２

１
年
３
月
１
４
日
に
神
戸
市
復
興
基
本
計
画
要
綱

が
定
め
ら
れ
、
こ
の
中
で
中
央
幹
線
や
浜
手
幹
線

は
主
要
な
幹
線
道
路
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。

＜昭和21年計画＞ 

＜現在＞ 

∧
神
戸
市
復
興
基
本
計
画
要
綱
よ
り
抜
粋
∨

「
幹
線
は
、
主
要
幹
線
お
よ
び
補
助
幹
線
を
合

わ
せ
、
東
西
の
路
線
と
し
て
は
、
中
央
、
海
岸
、

山
手
と
、
少
な
く
と
も
３
路
線
以
上
と
し
、
こ
れ

に
連
絡
す
る
路
線
お
よ
び
南
北
の
路
線
の
相
当

線
を
拡
張
、
あ
る
い
は
新
設
す
る
を
要
し
、
そ
の

幅
員
は
、
東
西
線
５
０
～
３
６
ｍ
、
南
北
線
そ
の

他
の
も
の
は
、
１
０
０
～
１
５
ｍ
と
す
る
も
の
と

す
る
。
」

＜出典：神戸市＞ 
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市街地から大阪方面に向かう国道 43号区間 

＜現在の浜手幹線＞ 
昭
和
２
１
年
に
戦
災

復
興
路
線
と
し
て
都
市

計
画
決
定
さ
れ
て
以

降
、
神
戸
市
の
既
成
市

街
地
を
東
西
に
結
ぶ
重

要
な
幹
線
道
路
と
し
て

整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
未
整
備
の
残
区
間

に
つ
い
て
も
、
安
全
で

円
滑
な
交
通
の
確
保
・

緊
急
時
の
救
助
活
動
や

物
資
輸
送
路
の
確
保
を

目
的
に
、
現
在
も
事
業

を
推
進
し
て
い
る
。

＜昭和21年計画＞ 

＜現在＞ 

＜中央幹線・浜手幹線の位置図＞ 

＜出典：神戸市＞ 
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名称 
（都）駅前後楽園線

岡山停車場線 

経緯 

Ｓ２０年 岡山空襲 

戦災地復興計画基本方針閣議決定 

Ｓ２１年 岡山特別都市計画街路の決定 

（駅前城下線：幅員 70ｍ） 

Ｓ２３年 都市計画街路網の再検討 

（幅員70ｍ→50ｍ） 

Ｓ２９年 第６次隣接町の編入 

（都市計画区域の拡大） 

Ｓ３７年 岡山国体開催 

Ｓ４０年 終点の変更にあわせて、都市計画道路 

名称を現在の名称である「駅前後楽園 

線」に変更 

Ｓ４４年 都市計画道路種別として「幹線街路」 

を追記 

H ３年 シンボルロード整備事業実施（岡山県）

H２６年～自転車走行空間整備事業実施（岡山市）

延長 
約 1.05ｋｍ（当初） 

約 1.69ｋｍ（現在） 

種級 
広路（当初計画） 

４種１級（現在） 

幅員 

70ｍ（当初計画） 

50ｍ（現在） 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

42％（当初計画）→61％（現在）

街路樹 ユリノキ 

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

岡山市 

（都）駅前後
えきまえこ う

楽園
らくえん

線
せん

（桃
もも

太郎
た ろ う

大通
おおどお

り） 

昭和 37年 9～10月開催の第 17回岡山国体を控えて拡幅完工 

岡
山
市
の
戦
災
復
興
事
業
の
実
施
の
中
で
、（
都
）

駅
前
後
楽
園
線
は
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
の
街

路
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
た
路
線
で
あ
る
。
特
に
駅

周
辺
地
区
都
市
改
造
事
業
と
し
て
、
幅
員
２
２
ｍ
を

５
０
ｍ
に
拡
幅
し
、
岡
山
駅
周
辺
の
自
動
車
交
通
の

円
滑
化
と
、
防
災
に
寄
与
す
る
と
同
時
に
宅
地
の
高

度
利
用
と
環
境
の
改
善
を
図
る
な
ど
、
市
街
地
の
整

備
が
図
ら
れ
て
き
た
。

＜昭和３７年頃の（都）駅前後楽園線＞ 

諸元表 

＜出典：岡山市建設局区画整理部「岡山復興区画整理誌」＞ 
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9.90 2.40 9.75 2.201.502.20 9.75 2.40 9.90

50.00
12.15 5.90 12.159.90 9.90

自転車歩行者道 車道 車道
電車

路肩 自転車歩行者道中央帯 路肩

軌道
電車
軌道

＜現在の（都）駅前後楽園線＞ 

平
成
３
年
に
岡
山
県
が
電
線
類
を
地
中
化
し
、
あ

わ
せ
て
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
整
備
事
業
を
実
施
。
広
場

と
形
容
さ
れ
る
幅
員
１
０
ｍ
の
歩
道
は
、
街
路
樹
や

彫
刻
等
で
修
景
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
『
誰
も
が
自
転
車
を
安
全
で
便
利
に
楽

し
く
使
う
こ
と
が
出
来
る
都
市
』
と
い
う
自
転
車
先

進
都
市
お
か
や
ま
実
行
戦
略
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基

づ
き
、
平
成
２
６
年
か
ら
、
自
転
車
走
行
空
間
整
備

を
岡
山
市
が
行
っ
て
い
る
。

岡山駅から東へ延びる都心軸であり、街路中央には岡山を特徴づける路面

電車が走り、両側には約 10mの歩道を有する岡山のシンボルロード 

「
桃
太
郎
大
通
り
」
は
、
岡
山
駅
東
口
（
岡
山
駅
後

楽
園
口
）
か
ら
東
に
の
び
る
、
岡
山
の
シ
ン
ボ
ル
ロ

ー
ド
で
あ
り
、
商
業
施
設
や
そ
の
他
業
務
施
設
が
集

中
し
た
都
心
軸
を
形
成
し
て
お
り
、
ま
た
、
東
端
の

城
下
付
近
は
、
岡
山
城
、
後
楽
園
や
そ
の
他
各
種
文

化
施
設
が
集
中
す
る
カ
ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
と
し
て
、

観
光
、
文
化
活
動
の
重
要
な
位
置
を
占
め
る
岡
山
の

顔
と
い
う
べ
き
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

沿道には、商業業務機能や都心居住機能が集積した街路景観を形成

＜現在の（都）駅前後楽園線＞ 

再整備後の標準断面図 

昭和 21 年

当初決定区間

昭和 40 年

追加決定区間

当初の標準断面図 

自転車走行空間整備後の標準断面図 

1.00 2.45 1.25

4.50 4.70 0.80 2.25 9.75 2.25

1.002.451.25

4.504.700.802.259.752.251.50

10.00 30.00 10.00

50.00

歩行者

自転車
付属施設帯

自転車

付属施設帯 路肩 車道 電車軌道 歩行者

自転車
付属施設帯

自転車

付属施設帯路肩車道電車軌道中央帯

5.50 8.00 2.25 6.50 5.50 6.50 2.25 8.00 5.50

50.00

自転車歩行者道 中央帯車道 車道 車道電車軌道 車道 自転車歩行者道中央帯

位置図 

＜出典：岡山市＞ 

＜出典：岡山市＞ 

＜出典：岡山市「都市計画図」＞ 
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名称 
（都）博多駅築港線 

主要地方道博多駅停車場線 

経緯 

Ｓ２１年 博多駅築港線を含む復興都市計画街

路４８路線が都市計画決定 

Ｓ２７年 都決変更 

    （一部の幅員：50ｍ→47ｍ） 

    （延長：1,420ｍ→1,210ｍ） 

Ｓ３２年 都決変更 

（起点：旧博多駅→新博多駅） 

    （延長：1,210ｍ→1,960ｍ） 

Ｓ４５年 道路愛称が「大博通り」に決定 

Ｓ５９年 博多駅築港線の整備完了 

Ｓ６１年 地下鉄１号線（姪浜～福岡空港）及

び２号線（中洲川端～貝塚）計 14.5

ｋｍが全線開通 

Ｈ１年   大博通りシンボルロード事業完了 

Ｈ２年  大博通りシンボルロード事業が全国

街路事業コンクールで特別賞を受賞 

延長 
約 1.4ｋｍ（当初） 

約 2.0ｋｍ（現在） 

種級 ４種１級（現在） 

幅員 

50ｍ（当初計画） 

50ｍ（現在） 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

48％（当初計画）→48％（現在）

街路樹 ケヤキ，クロガネモチ など 

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

福岡市 

（都）博多駅
は か た え き

築港
ち っ こ う

線
せ ん

幅員２７ｍで整備された博多駅築港線 

福
岡
市
で
は
博
多
港
修
築
計
画
の
進
展
に

伴
い
，
港
と
博
多
駅
や
天
神
町
な
ど
の
市
内

主
要
地
を
結
ぶ
道
路
が
必
要
と
な
り
，
昭
和

９
年
か
ら
港
と
博
多
駅
を
結
ぶ
博
多
駅
築
港

線
（
幅
員
２
７
ｍ
）
の
う
ち
港
か
ら
現
明
治

通
り
間
の
街
路
築
造
工
事
に
着
手
し
，
昭
和

１
１
年
度
に
当
該
区
間
が
完
成
し
た
。

昭
和
１
２
年
度
か
ら
は
現
明
治
通
り
か
ら

博
多
駅
間
の
整
備
が
始
め
ら
れ
た
が
，
長
期

間
に
わ
た
る
事
業
は
戦
局
の
拡
大
に
と
も
な

う
労
力
や
資
材
の
入
手
難
に
よ
り
，
未
完
成

の
ま
ま
戦
後
に
持
ち
越
さ
れ
た
。

＜昭和１０年頃の（都）博多駅築港線＞ 

諸元表 

＜出典：福岡市「福岡市土木史」＞ 
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＜昭和４５年頃の（都）博多駅築港線＞ 
昭
和
２
０
年
に
戦
災
地
復
興
計
画
基
本
方
針
が

閣
議
決
定
さ
れ
，
翌
２
１
年
福
岡
市
は
戦
災
都
市

に
指
定
さ
れ
た
。
同
年
か
ら
始
ま
っ
た
戦
災
復
興

土
地
区
画
整
理
事
業
及
び
昭
和
３
２
年
よ
り
始
ま

っ
た
博
多
駅
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
一
部
区

間
が
整
備
さ
れ
，
昭
和
５
０
年
度
か
ら
博
多
駅
築

港
線
の
地
下
を
走
る
地
下
鉄
の
進
捗
に
合
わ
せ
て

残
る
区
間
の
拡
幅
整
備
が
進
め
ら
れ
，
昭
和
５
９

年
度
に
幅
員
５
０
ｍ
へ
の
拡
幅
整
備
が
完
了
し

た
。

博多駅前広場付近から博多港方面を望む 

昭
和
４
４
年
の
市
制
８
０
周
年
記
念
事
業
に
よ

り
，
道
路
愛
称
が
博
多
の
大
通
り
と
い
う
意
味
を

こ
め
て
「
大
博
通
り
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

昭
和
６
１
年
度
か
ら
市
制
１
０
０
周
年
記
念
事

業
で
あ
る
「
大
博
通
り
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
事
業
」

（
大
博
通
り
歴
史
の
散
歩
道
）
に
着
手
し
，
歩
道

を
カ
ラ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
に
，
歩
道
の
１
８
ヵ
所

に
は
市
内
の
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
の
写
真
を
焼
き

付
け
た
陶
器
の
タ
イ
ル
や
レ
プ
リ
カ
を
設
置
し
，

歴
史
の
散
歩
道
と
し
て
市
内
外
の
人
々
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
福
岡
市
を
代
表
す
る
道
路
と
し
て

整
備
さ
れ
て
い
る
。

博多駅前広場付近から博多港方面を望む（整備後） 

＜現在の（都）博多駅築港線＞ 

※無電柱化，地下鉄及び地下通路整備 

※シンボルロード事業 横断構成かわらず

位置図 

現在の横断図 

九
州
新
幹
線

博
多
駅

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

昭和５９年度 
整備完了 

博多港 

＜出典：福岡市「福岡市土木史」＞ 

＜出典：福岡市「まるごと福岡・博多」＞ 
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名称 

（都）東京幹線街路第一号 

主要地方道 日本橋芝浦大森線 

国道４号 

経緯 

Ｔ１３年 帝都復興計画決定 

Ｓ ５年 昭和通り完成 

Ｓ３８年 都営地下鉄浅草線開通 

      （人形町～東銀座間） 

Ｓ３９年 立体交差及び地下駐車場完成 

延長 
約 5.5ｋｍ（当初） 

約 5.5ｋｍ（現在） 

種級 
広路（当初計画） 

第４種第１級（現在） 

幅員 

44ｍ（当初計画） 44ｍ（現在） 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

52％（当初計画）→30％（現在）

街路樹 イチョウ 

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

東京都 

（都）東京
とうきょう

幹線
か ん せ ん

街路
が い ろ

第一号
だい い ち ご う

（昭和
しょ う わ

通
ど お

り）

        御徒町より上野方面を望む 

大
正
１
２
年
の
関
東
大
震
災
で
は
、
未
曽
有
の
被

害
が
発
生
し
た
。
こ
の
た
め
、
街
路
網
の
再
編
を
進

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
東
京
を
南
北
に
縦

断
す
る
品
川
よ
り
銀
座
の
東
裏
を
経
て
三
ノ
輪
町

よ
り
常
磐
線
に
至
る
約
１
３
・
４
㎞
の
街
路
を
第
一

号
幹
線
、
東
西
に
横
断
す
る
九
段
よ
り
亀
戸
に
至
る

路
線
を
第
二
号
幹
線
と
し
、
こ
の
十
字
と
な
る
二
つ

の
路
線
を
基
準
と
し
て
、
幹
線
５
２
路
線
、
延
長
１

１
４
㎞
、
補
助
線
１
２
３
路
線
、
延
長
１
３
９
㎞
等

を
含
む
帝
都
復
興
計
画
が
策
定
さ
れ
、
街
路
が
整
備

さ
れ
た
。

＜昭和４年の（都）東京幹線街路第一号＞ 

諸元表 

＜出典：復興事務局「帝都復興事業誌 土木篇 上巻」（都立中央図書館所蔵）＞ 
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 ＜現在の昭和通り＞ 

こ
の
計
画
の
第
一
号
幹
線
の
う
ち
、
現
在
の
港
区

新
橋
交
差
点
か
ら
台
東
区
三
ノ
輪
交
差
点
ま
で
の

区
間
が
昭
和
通
り
と
呼
ば
れ
、
新
橋
か
ら
上
野
駅
交

差
点
ま
で
が
幅
員
４
４
ｍ
と
い
う
広
幅
員
で
整
備

さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
歩
道
は
街
路
構
造
令
に
よ
れ

ば
、
全
幅
の
六
分
の
一
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
た

が
、
そ
の
必
要
は
な
し
と
し
て
、
６
ｍ
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
将
来
の
地
下
鉄
の
掘
削
範
囲
と
し
て
、
道
路

の
中
心
で
１
１
ｍ
を
確
保
し
、
車
道
の
片
側
幅
を
１

０
・
５
ｍ
と
し
た
。
中
心
寄
り
は
高
速
車
用
と
し

５
・
５
ｍ
、
歩
道
寄
り
に
緩
行
車
並
び
に
駐
車
用
と

し
て
５
ｍ
を
と
り
、
緩
急
車
道
境
は
花
崗
岩
で
明
示

し
た
。
こ
の
昭
和
通
り
は
昭
和
５
年
に
開
通
し
た
。 江戸橋歩道橋より銀座方面を望む 

そ
の
後
、
昭
和
３
０
年
代
を
迎

え
、
東
京
は
都
心
部
を
中
心
に
主

要
な
交
差
点
は
至
る
所
で
渋
滞

し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

こ
の
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
、
昭

和
通
り
で
は
立
体
交
差
が
計
画
さ

れ
た
。
交
差
形
式
は
景
観
に
配
慮

し
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
方
式
と
し
た
。

駐
車
需
要
も
多
く
見
込
ま
れ
た

た
め
、
立
体
交
差
の
中
間
部
に
地

下
駐
車
場
を
整
備
す
る
こ
と
と
し

た
。
駐
車
場
の
出
入
口
は
本
線
内

や
隣
地
に
設
置
で
き
ず
、
ア
ン
ダ

ー
パ
ス
内
の
走
行
車
線
か
ら
駐
車

場
へ
の
流
入
車
線
へ
シ
フ
ト
す
る

形
式
と
し
た
（
流
出
は
こ
の
逆
）
。

さ
ら
に
、
本
路
線
に
は
都
営
地

下
鉄
浅
草
線
が
計
画
さ
れ
て
お
り

立
体
交
差
構
造
物
と
駐
車
場
を
地

下
１
階
に
、
浅
草
線
を
地
下
２
階

に
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。
浅
草

線
は
昭
和
３
８
年
、
立
体
交
差
と

駐
車
場
は
３
９
年
に
完
成
し
た
。

現
在
の
平
日
十
二
時
間
交
通
量

は
五
万
台
を
超
え
て
お
り
、
今
な

お
昭
和
通
り
は
、
東
京
の
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
骨
格
を
担
う
重
要

な
道
路
と
し
て
機
能
を
果
た
し
て

い
る
。

歩道６ｍ 歩道６ｍ 車道１５．５ｍ 車道１５．５ｍ 中分１ｍ 

全幅４４ｍ 

構造物幅３４．４ｍ 

昭和通り縦断面図（銀座７付近～日本橋１付近）

当初標準断面図 

変更標準断面図 

東
京
幹
線
街
路
第
一
号
の
う
ち
、
幅
員
４
４
ｍ
区
間
（
青
線
）

皇居

上野駅

新橋駅

東
京
駅 立

体
交
差
区
間

＜出典：東京都＞ 

＜出典：（公財）東京都道路整備保全公社「八重洲・昭和通り駐車場ガイド」＞ 

＜出典：（公財）東京都道路整備保全公社「八重洲・昭和通り駐車場ガイド」＞ 

＜出典：復興事務局「帝都復興事業誌 土木篇 上巻」（都立中央図書館所蔵）＞右図同様 
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名称 
（都）駅前幹線 

市道幹第１号線 

経緯 

Ｓ２１年 戦災復興都市計画道路決定 

 Ｓ２４年 戦災復興土地区画整理事業により着手 

Ｓ３０年 「駅前幹線」完成 

     一般公募により愛称を命名 

 Ｓ５９年～Ｓ６３年 

     シンボルロード整備事業 

 Ｓ６１年 日本の道１００選に選定 

 Ｈ 元年 第１回街路事業コンクール 

     「建設省都市局長賞」受賞 

 Ｈ ５年 姫路城が世界文化遺産登録 

 Ｈ ６年 都計変更（延長：850ｍ→840ｍ） 

 Ｈ１７年 第１７回街路事業コンクール 

     「審査委員長記念賞」受賞 

 Ｈ２４年～Ｈ２７年 

     土地区画整理事業により北駅前広場を含む大

手前通りの一部（160ｍ）を再整備 

     トランジットモール導入 

 Ｈ２８年～Ｒ ２年 

     大手前通り（十二所前線以北）再整備事業

延長 
約 0.85ｋｍ（当初） 

約 0.84ｋｍ（現在） 

種級 
広路（当初計画） 

４種１級（現在） 

幅員 

50ｍ（当初計画） 

50ｍ（現在） 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

40％（当初）→74％（シンボルロード） 

→74～75％（現在）

街路樹 イチョウ、クスノキ 

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

姫路市 

（都）駅前
えき ま え

幹線
か ん せ ん

（大手前
お お て ま え

通
ど お

り） 

諸元表 

（
都
）
駅
前
幹
線
は
、
戦
災
復
興
事
業
の
目
玉
事
業

と
し
て
計
画
さ
れ
、
昭
和
２
４
年
に
着
手
し
昭
和
３

０
年
に
完
成
し
た
。
本
道
路
は
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
か
ら
姫

路
城
に
向
か
う
直
線
道
路
で
、
駅
前
広
場
か
ら
誰
も

が
美
し
い
天
守
閣
を
望
め
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
た
。

幅
員
５
０
ｍ
の
広
幅
員
街
路
で
、
緑
地
帯
や
緩
速
車

道
が
設
け
ら
れ
、
無
電
柱
化
さ
れ
る
な
ど
、
当
時
と

し
て
画
期
的
な
街
路
で
あ
っ
た
。

市
街
地
の
形
成
上
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
当
該
道
路
を
中
心
と
し
た
駅
北
地

区
に
商
業
業
務
機
能
が
集
積
し
姫
路
市
の
都
心
を

形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

＜昭和３７年の（都）駅前幹線＞ 

＜出典：姫路市＞ 
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＜平成 15年 シンボルロード整備事業＞ 

そ
の
後
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
土
地
の
高
度

利
用
の
進
展
等
に
よ
り
、
都
心
地
区
に
多
種
多
様
な

交
通
増
大
と
集
中
を
も
た
ら
せ
、
交
通
環
境
が
悪
化

さ
れ
る
な
ど
の
諸
問
題
が
生
じ
た
。

こ
の
た
め
、
建
設
当
初
の
シ
ン
ボ
ル
機
能
を
復
活

さ
せ
、
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
昭
和
５
９
年
に
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
整
備
事

業
に
着
手
し
た
。
「
姫
路
城
と
相
ま
っ
て
、
姫
路
ら

し
さ
を
発
揮
し
風
格
の
高
い
風
土
性
を
表
す
う
る

お
い
の
あ
る
道
路
と
し
、
植
栽
と
舗
装
で
基
調
を
表

現
す
る
。
」
等
、
５
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
て
整
備

を
実
施
し
、
昭
和
６
３
年
に
完
成
し
た
。

そ
の
後
、
鉄
道
高
架
事
業
と
一
体
で
進
め
ら
れ
て

き
た
土
地
区
画
整
理
事
業
に
合
わ
せ
、
駅
前
広
場
と

大
手
前
通
り
の
一
部
（
１
６
０
ｍ
間
）
に
つ
い
て
は
、

平
成
２
４
年
か
ら
再
整
備
に
着
手
し
、
平
成
２
７
年

３
月
の
完
成
と
同
時
に
当
該
箇
所
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
モ
ー
ル
化
を
実
現
さ
せ
た
。

ま
た
、
残
り
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
施
設
の
老
朽

化
や
交
通
の
多
様
化
、
ま
た
道
路
空
間
の
利
活
用
等

新
た
な
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
２
８
年
よ
り

再
整
備
事
業
に
着
手
し
、
令
和
２
年
３
月
の
完
成
に

向
け
、
事
業
を
進
め
て
い
る
。

今
回
の
再
整
備
で
は
、
歩
道
内
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

な
ど
活
用
空
間
を
整
備
し
、
道
路
協
力
団
体
制
度
等

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
沿
道
を
中
心
と
し
た
地
元
推

進
組
織
と
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

姫路城

社会実験整備事業実施時 

＜現在の（都）駅前幹線＞ 

(凡例) 
(都)駅前幹線

姫路駅

平成 25年駅周辺整備・トランジットモール 

＜出典：姫路市＞ 

＜出典：姫路市＞ 

＜出典：姫路市＞ 
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名称 
（都）花園町線 

市道花園町線 

経緯 

S  ９ 年  都市計画決定（幅員 20ｍ） 

Ｓ２１年  松山復興都市計画街路決定 

(幅員 40ｍ、終点に広場面積12,600m2をおく) 

Ｓ２２年  路面電車（松山市駅前～南堀端間）の開通 

Ｓ4 0 年  都市計画決定見直し 

(幅員 40ｍ、終点に広場面積10,420m2をおく) 

H２３年  道路空間再配分と無電柱化を都市計画マス 

タープランに明記 

H２４年  交通社会実験と賑い・憩い空間づくり社会実 

験を実施 

H２６年   道路空間再配分・無電柱化の工事着手 

H２７年   民間施設のファサードガイドラインを策定 

H２8年   東通り商店街のファサード整備が完成    

H２９年   道路空間再配分・無電柱化の工事が完成 

H３０年   松山アーバンデザインセンター（UDCM) 

が花園町線沿道に移転

延長 
約 0.308ｋｍ（当初） 

約 0.310ｋｍ（現在） 

種級 
２等大路第１類（当初計画） 

4 種 1級（現在） 

幅員 

20ｍ（当初計画） 

40ｍ（現在） 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

50％（整備前）→80％（現在）

街路樹 イチョウ 

南堀端（堀之内）から松山市駅方向を撮影 

花
園
町
の
名
は
、
松
山
藩
主
の
花
畑
が
現
在
の
伊
予
鉄

道
松
山
市
駅
付
近
に
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

４
ｍ
程
度
で
あ
っ
た
道
路
幅
は
、
戦
時
中
の
昭
和
１
９

年
、
空
襲
で
家
屋
が
延
焼
す
る
こ
と
を
食
い
止
め
る
た
め
、

建
物
疎
開
（
沿
道
西
側
建
物
の
取
り
壊
し
）
が
行
わ
れ
、

現
在
の
大
き
な
道
路
幅
（
約
４
０
ｍ
）
に
な
っ
た
。
戦
後

し
ば
ら
く
戦
災
者
用
の
花
園
市
場
が
開
設
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
２
２
年
３
月
に
は
、
市
内
電
車
（
松
山
市
駅
～
南

堀
端
）
の
複
線
化
が
完
成
し
た
。

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

松山市 

（都）花園町
はな ぞ の ま ち

線
せ ん

＜昭和 27年頃の（都）花園町線＞ 

諸元表 

＜出典：松山市＞ 
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（整備後） 

（整備前） 

道路空間の再配分（歩道拡張）と無電柱化 道路空間の再配分（歩道拡大）と無電柱化 

花
園
町
線
（
花
園
町
通
り
）
は
、
堀
之
内
（
南
堀
端
）
と
松
山

市
駅
を
結
ぶ
、
松
山
市
内
で
最
も
広
い
幅
を
持
つ
街
路
で
あ
る
。

松
山
市
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
歩
行
者
や
自
転
車

と
い
っ
た
ゆ
っ
く
り
の
交
通
に
配
慮
し
た
、
誰
も
が
生
き
生
き
と

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
松
山
」
を

目
指
し
て
い
る
。

自
動
車
交
通
量
の
減
少
に
伴
い
、
両
側
の
車
線
を
一
車
線
ず
つ

減
ら
し
、
自
転
車
道
や
歩
道
へ
再
配
分
し
た
ほ
か
、
無
電
柱
化
を

行
っ
た
。(

平
成
２
９
年
９
月
完
成) 

広
く
な
っ
た
歩
道
空
間
に
は
、
自
然
石
舗
装
や
鋳
鉄
製
の
照
明

灯
を
は
じ
め
、
芝
生
広
場
や
デ
ッ
キ
広
場
、
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る

な
ど
、
安
全
で
快
適
な
、「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
松
山
」
の
シ
ン

ボ
ル
ロ
ー
ド
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
ま
た
、
地
元
が
中
心
と

な
り
フ
ァ
サ
ー
ド
整
備
を
行
い
、建
物
と
道
路
が
一
体
に
な
っ
た
、

良
好
な
景
観
が
創
出
さ
れ
た
。
俳
人
・
正
岡
子
規
の
生
誕
地
址
周

辺
に
は
、
子
規
が
詠
ん
だ
草
花
を
植
栽
し
、
市
の
花
で
あ
る
ツ
バ

キ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
俳
句
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
い
る
。

道路空間の再配分（自転車道の設置） 

平成２９年９月 道路空間再配分・無電柱化工事 完成 

道路空間の再配分（2車線から１車線へ） 道路空間の再配分（歩道拡幅）と無電柱化 

【賑わいを育む】毎月 1回開催されるマルシェイベント 【地域の宝を生かす】正岡子規生誕地址と俳句ポスト 地元商店街によるファサード整備 

＜平成２９年の（都）花園町線＞ 

＜出典：松山市＞ 

＜出典：松山市＞ 

＜出典：松山市＞ 

＜出典：松山市＞ 

＜出典：松山市＞ 
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ア
ル
バ
ム

堺
市
の
昭
和
」
ｐ
１
１
０

ｐ
２
５
、
２
６
（
神
戸
市
）

・
神
戸
市
（
１
９
４
６
）「
神
戸
市
復
興
基
本
計
画
要
綱
」

ｐ
２
７
、
２
８
（
岡
山
市
）

・
岡
山
市
建
設
局
区
画
整
理
部
（
１
９
８
４
）「
岡
山
復
興
区
画
整
理

誌
」

・
岡
山
市
（
２
０
０
７
）「
岡
山
市
景
観
計
画
」

ｐ
２
９
、
３
０
（
福
岡
市
）

・
福
岡
市
（
２
０
０
６
）「
福
岡
市
土
木
史
」
ｐ
ｐ
７
６-

７
７
、

ｐ
ｐ
１
９
５-

１
９
６
、
ｐ
３
１
６

ｐ
３
１
、
３
２
（
東
京
都
）

・
復
興
事
務
局
（
１
９
３
１
）「
帝
都
復
興
事
業
誌

土
木
篇

上
巻
」

（
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
）
ｐ
ｐ
４-

５
、
ｐ
５
０

ｐ
３
５
、
３
６
（
松
山
市
）

・
池
田

洋
三
（
２
０
０
２
）「
新
版

わ
す
れ
か
け
の
街

松
山
戦

前
戦
後
」
ｐ
１
６
８
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部会長 浜松市 

部会員 札幌市 

仙台市 

秋田市 

さいたま市 

千葉市 

横浜市 

川崎市 

相模原市 

新潟市 

静岡市 

オブザーバー  

国土交通省都市局街路交通施設課 

名古屋市 

大阪市 

堺市 

神戸市 

岡山市 

広島市 

北九州市 

福岡市 

熊本市 

宮崎市 

Think Our Street 事業検討部会 
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協力    国土交通省都市局街路交通施設課 

東京都建設局道路建設部街路課 

姫路市建設局道路建設部街路建設課 

松山市都市整備部道路建設課 


